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柏崎JC 2014年度スローガン

　明けましておめでとうございま

す。本年度（一社）柏崎青年会議

所の理事長を務めさせていただき

ます秋山博一と申します。皆様に

は平素より（一社）柏崎青年会議

所の活動に対し、ご理解ご協力を

賜りまして心より感謝申し上げま

す。本年が皆様にとって実り多き

良き一年でありますよう心からお

祈り申し上げます。

　世の中の状況は刻々と変化

し、最近はそのスピードが増して

いるように感じます。ここ数年を

振り返ってみても、１００年に一

度と言われたリーマンショック、

１０００年に一度と言われた東日

本大震災や諸々の自然災害など、

我々を取り巻く社会では急激な環

境の変化が起こっています。

　ここ柏崎刈羽地域も少子高齢

化、過疎化などの問題もあり、未

だに長期にわたる景気の低迷から

も抜け出せずにいます。このよう

な混迷の時代だからこそ、地域の

青年経済人として、柏崎の現状を

理解し、明るい柏崎の創造へと思

いをひとつにして困難に立ち向

かっていかなければなりません。

このような世の中でいかに生きて

いくか？次世代に何を残していけ

るか？が大きな課題であります。

企業もそうですが、青年会議所が

明るい豊かな社会を築き上げるた

めには、世の中の流れや変化に対

応して形を変えながらも運動を継

続していかなければなりません。

　２０１４年度は「勇往邁進（ゆ

うおうまいしん）～自らが護り創

りだす　魅力ある柏崎　誇れる柏

崎～」をスローガンとして掲げま

した。「勇往邁進」とは「目的・

目標に向かって、困難をものとも

しないで、ひたすら突き進むこ

と。」という意味であります。

　私たちの青年会議所が行なって

いる運動の「目的」は「明るい豊

かな社会」の実現です。その「明

るい豊かな社会」とは、どのよう

な社会を意味するのか？またメン

バーはその社会をイメージとして

明確にさせているでしょうか？そ

の「目的」を明確にすることが、

ＪＣ運動を考える第一歩であり、

今年度のリーダーなる自分が訴え

かけ、メンバーと共有すべきもの

であると感じています。そして「明

るい豊かな社会」とはひとつの理

想であり、基本的にはその時代の

リーダーの価値観に基づくもので

あるので、時代とともにゴールと

なる「目的」は変わっていると考

えます。

　我々が青年会議所運動を通して

培ってきた経験を活かし、その「目

的」に向かって恐れず邁進するこ

とが、困難を打破する大きな力と

なります。

　自然や伝統文化など多くの魅力

を持つ柏崎。我々が愛するこの柏

崎のさらなる発展と活性化、そし

て明るい未来へ向かって、高い志

と情熱を持って全力で運動を行

なっていかなければなりません。

先輩諸兄が積み重ねてきた歴史と

運動を受け継ぎ、今年度も「明る

い豊かな社会」の実現のために活

動を行なってまいります。

抱 負
一般社団法人柏崎青年会議所
２０１４年度　第５８代理事長
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桑 山　 竜 子 ○ 阿 部　 隆 宏 ○ 石 橋　 智 子 （総） 植 木　 秀 和 （総） 岩 間　 一 博 （エ） 石 橋　 智 子 （エ）
坂 本　　 啓 ○ ◎ 尾 木　 義 嗣 岩 間　 一 博 （会） ◎ 上 森　　 茜 ○ 大 塚　 拓 也 （ア） 植 木　 秀 和 （ア）
佐 藤　 勝 幸 （総） 久 我　 篤 史 （会） 植 木　 陽 祐 ○ 大 塚　 拓 也 （会） 川 合　 雄 一 （エ） 川 口　 泰 史 （ア）
柴 野　 哲 秀 （総） 芝 井　 一 雅 （総） 大 関　 尚 紀 ○ 川 口　 泰 史 （総） 久 我　 篤 史 （青） 木 村　 正 隆 （エ）
高 橋　　 潤 （総） 高 橋　 宏 忠 （総） 川 合　 雄 一 （会） 笹 川　 隆 司 （会） 小 林　 孝 行 （エ） 佐 藤　 勝 幸 （ふ）
元 井　 貴 男 （会） 中 村　 洋 史 ○ 木 村　 正 隆 （総） 髙 橋　 一 人 （会） 笹 川　 隆 司 （ア） 芝 井　 一 雅 （青）
中 村　 隆 志 （会） 水 戸 部　 智 ○ 小 林　 孝 行 （会） 田 中　 有 人 ○ 髙 橋　 一 人 （ア） 柴 野　 哲 秀 （ふ）
西 巻　 伸 也 （総） 宮 﨑　 智 之 （会） 原 田　 玲 奈 （総） 田 邉　 修 一 （総） 椿　 貴 男 （ふ） 高 橋　 宏 忠 （青）
根 立　 健 一 （総） 森　　 清 和 （会） 丸 田　 洋 介 ○ 土 佐 啓 一 郎 （総） 中 村　 隆 志 （ふ） 高 橋　　 潤 （ふ）
廣 川　　 征 （会） 山 﨑　 健 太 ○ 吉 原　　 宏 （会） 安 野　 広 明 ○ 廣 川　 征 （ふ） 田 邉　 修 一 （ア）
間 島　 忠 司 （会） 吉 越　 俊 一 ○ 間 島　 忠 司 （ふ） 土 佐 啓 一 郎 （ア）
宮 田　 憲 史 （会） 吉 田　 晃 継 ○ 宮 﨑　 智 之 （青） 西 巻　 伸 也 （ふ）

宮 田　 憲 史 （ふ） 根 立　 健 一 （ふ）
森　 清 和 （青） 原 田　 玲 奈 （エ）
吉 原　 宏 （エ）

※ 1 事業系委員会の（会）は会員交流、（総）は総務広報への兼任メンバー　※ 2 会員交流・総務広報の（ふ）はふるさと柏崎、（青）は青少年育成、（エ）はエネルギー・モビリティ、（ア）はアカデミーからの兼任メンバー

月 例会日 担　　当 例会内容 例会会場 ＬＯＭ事業 新潟ブロック協議会 北陸信越地区協議会
および日本ＪＣ 正　副 理事会 会員会議所会議

１月 28火 総務広報
会員交流

新年総会
新年祝賀会

岬ひとひら
岬ひとひら 京都会議（23木~26日） 14火

28火

２月 17月 アカデミー 例会 柏崎商工会議所 第１回新潟ブロックコンファレンス
 【新潟】（１土） 13木 25火 １土・新潟

22土・長岡

３月 ４火 アカデミー Forum21合同例会 メトロポリタン松島 復興創造フォーラム
 【福島】（９日） 11火 25火 29土・燕三条

４月 ４金 エネルギー・
　モビリティ 例会 エネルギーホール 小千谷ＪＣ55周年（13日）

ブロックゴルフ大会【上越】（26土） ８火 22火 25金・上越

５月 28水 ふるさと柏崎 例会 柏崎商工会議所 ブロックサッカー大会【新潟】（11日） 13火 27火 24土・魚沼

６月 12火 青少年育成 例会 アルフォーレ
ブロック野球大会【新発田】（１日）
加茂ＪＣ50周年（21土）
中条ＪＣ35周年（29日）

ASPAC【山形】
 （４水～７土） 13金 27金 25水・妙高

７月 ６日 ふるさと柏崎 例会 みなとまち海浜公園
中央海水浴場

地区フォーラム【敦賀】
 （12土、13日）
サマーコンファレンス【横浜】
 （19土、20日）

15火 29火 26土・佐渡

８月 19火 青少年育成 例会 柏崎商工会議所 青少年育成担当事業（23土） 上越ＪＣ50周年（30土） 11月 26火

９月 ４木 総務広報 通常総会 エネルギーホール
栃尾ＪＣ45周年（７日）
ブロック大会【いわふね】（13土）
新潟ＪＣ60周年（15月）

16火 30火 27土・新津

10月 16木 エネルギー・
　モビリティ 例会 エネルギーホール

にいがた北ＪＣ30周年（４土）
第２回新潟ブロックコンファレンス
 【糸魚川】（18土）

全国大会【松山】
 （９木~12日） 14火 28火 18土・糸魚川

11月 ７金 アカデミー 例会 柏崎商工会議所 シニアクラブ交流会 11火 25火 21金・栃尾

12月 ４木 総務広報
会員交流

卒業式
忘年パーティー

岬ひとひら
岬ひとひら 16火 ６土・十日町

ふるさと柏崎 担当例２回（５月）、（７月）、地域活性化事業、まちしるべメンテ（未定）、新潟ＪＣ60周年（９月）、第２回新潟ブロックコンファレンス（10月）
青少年育成 担当例会２回（６月）、（８月）、担当事業１回（８月）、職業講話、第１回新潟ブロックコンファレンス（２月）、にいがた北ＪＣ30周年（10月）
エネルギー・モビリティ 担当例会２回（４月）、（10月）、ＡＳＰＡＣ（６月）、上越ＪＣ50周年（８月）、柏崎刈羽原子力発電所見学（未定）
アカデミー 担当例会２回（２月）、（11月）、Forum 21合同例会( ３月）、前期新入会員育成事業、後期新入会員育成事業、加茂ＪＣ50周年（６月）、サマーコンファレンス（７月）
会員交流 新年祝賀会（１月）、ブロックスポーツ大会（ゴルフ４月、サッカー５月、野球６月）、忘年パーティー（12月）、優秀会員表彰、シニアクラブ交流会（11月）、ブロッ

ク大会（９月）、栃尾ＪＣ45周年（９月）
総務広報 新年総会（１月）、通常総会（９月）、卒業式（12月）、中条ＪＣ35周年（６月）、地区フォーラム（７月）、全国大会（10月）
三　　役 京都会議（１月）、復興創造フォーラム（３月）、小千谷ＪＣ55周年（４月）

＜例　　会＞　事業系委員会８回、新年総会（１月）、Forum 21合同例会（３月）、通常総会（９月）、卒業式（12月）　　計12回
＜周　　年＞　小千谷55周年、加茂50周年、中条35周年、上越50周年、にいがた北30周年、新潟60周年、栃尾45周年　　計７回
＜ブロック＞　第１回ブロコン、スポーツ大会（３回）、ブロック大会、第２回ブロコン
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直前理事長　吉 原 昭 法
　明けましておめでとうございます。
　昨年度は皆様より多大なるご支援をいただきまして無事に本年度へバトンを繋ぐことができました。
あらためて心より御礼申し上げます。
　秋山理事長の掲げる「勇往邁進」のスローガンのもと、2014年度がこれまで以上に発展し、地域の
皆様に必要な団体として認めていただけるように直前理事長として会をサポートして参りたいと思い
ます。
　本年度もより一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い致します。

副理事長兼社会開発・教育研究室長　山 田 大 介
「人生は１度きりＪＣライフも後２年」
　この度、2013年度、筆頭副理事長を拝命致しました山田大介と申します。いよいよ卒業まで後２年
となりました。与えられた職務、先輩から預けられた柏崎ＪＣのバトンを未来ある若者達に引継ぐため、
身を粉にして頑張りたいと思います。ふと周りを見回すと、いつの間にか後輩ばかりとなりました。
今年度は同級生の卒業を祝える喜びと寂しさを味わいながら、厳しい時代の中でＪＣに残れたことを
会社と家庭に感謝し、早生まれだけ味わえる年長者としての責任を感じながら当室の中村、吉田両委
員長のサポート役として頑張りたいと思います。人生は一度きり、何事も後悔の無いように努めてま
いりたいところです。時間の使い方と作り方に苦慮する毎日で、まだまだ足りないところばかりの人
間ですが、周りから支えられながら、今まで先輩方から教えていただいた経験を、どう生かすのか自
分の実力が試される一年を、感謝と情熱の気持ちをもって乗り切ろうと思います。

副理事長兼資源研究・人材開発室長　山 﨑 雅 之
　新年明けましておめでとうございます。本年度、副理事長兼資源研究・人材開発室長を仰せつかり
ました山﨑雅之と申します。当室は原子力発電所立地地域で経済活動を行う一員として柏崎の将来に
ついて考えます。また、北陸新幹線開業が予定されている現状で柏崎として今何をすべきか考える事
が目的のエネルギー・モビリティ委員会。新入会員の育成とリーダーシップを持つ人間を育成する事
が目的のアカデミー委員会。この２つの委員会共に先輩諸兄の歴史や思いを学び、次世代へと繋いで
いくべき委員会です。私は入会して今年で９年目を迎えます。繋ぐ立場として両委員長をサポートし、
また、今年度秋山理事長の掲げるスローガン「勇往邁進」を心に明るい豊かな社会へ向かい活動して
参ります。一年間よろしくお願いします。

専務理事　霜 田 真 紀 子
　昨年度は、ふるさと再発見委員長として多くの方々に大変お世話になりました。誠にありがとうご
ざいました。
　そして本年度は、専務理事を拝任することとなりました。先行き不透明な社会情勢の中、私たちは
これからの地域を担う世代として、多くの課題を乗り越えなくてはなりません。そして会としても、
更なる目標へ向かって邁進すべきときであります。この重い背景に対する自分の力不足を感じており
ますが、皆さまからのご指導を賜りながら、責務を精一杯全うして参ります。
　理事長の基本理念にあります「魅力あるＪＣ運動の発信」「地域と一体となった活動」を実現するた
めに、まずは青年会議所内の円滑な運営を目指します。そして、地域との橋渡し役を担うことで、こ
れまで以上に強固な繋がりを以て活動させて頂くことができましたら幸いです。
　明るい豊かな社会を構築すべく活動しております（一社）柏崎青年会議所を、本年度もよろしくお
願い申し上げます。

所信／所感
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　12月５日、岬ひとひらを会場に卒業式及び忘年パーティーが執
り行われました。
　2013年度は桑山巧先輩、小川しのぶ先輩、高橋誠一先輩、石
口裕基先輩、布施和則先輩、杉田健先輩、山本大吾先輩、前澤
康雄先輩、横村充隆先輩、三井田達宏先輩、松崎真哉先輩、山
本浩宣先輩、小山誠先輩、多賀まり子先輩、大掛隆先輩、阿部浩
二先輩の16名の皆様がご卒業されました。そして10月にご逝去な
さいました、熊木徹先輩にも、同じく感謝状が授与されました。
　2013年度吉原昭法理事長より、感謝状と記念品が贈呈されま
した。15年という長きに渡り運動をされた先輩をはじめとする多
くの方々の功績は、2014年度以降も大切な原動力と財産になりま
した。
　卒業式の後は忘年パーティーです。2013年度新潟ブロック協議
会会長を見事に務めた植木盛久君をはじめとした出向者の皆様に
は、ＬＯＭメンバーから労を労うたくさんの声援が送られていまし
た。また演出においては池田桂委員長率いる会員交流委員会の設
営のもと、とても盛大かつ個々の運動における振り返りの場として
成功した事業になりました。
　2014年度秋山博一理事長にプレジデンシャル・リースが引き継が
れ、新年度に向け気持ちを新たにした忘年パーティーとなりました。

2013年度 卒業式・忘年パーティー

2013年度 新入会員の紹介2013年度 新入会員の紹介

前  

期

後  

期

岩間一博
ウーノ運送㈱

植木陽祐
美容室アンジュ

大関尚紀
㈱ジャパン・トータル・
プランニング

川本真哉
新潟産業大学

品田　剛
品田通信電設㈱

多賀まり子
㈱新星警備保障

元井　貴男
㈲ひかり建設

大塚拓也
㈱泰拓工業

金沢政浩
㈲エクセルサービス

川口泰史
㈲川口ポンプ

坂本　啓
ハッピートーラス

中村洋史
㈱紺太

水戸部　智
NPO法人 柏崎まちづくり

ネットあいさ

安野広明
㈲ファーミング・
スタッフ

吉田晃継
㈱柏新商会



３

事務局長　岡 田 和 久
　本年度事務局長を仰せつかりました岡田和久と申します。まだ理事経験１回と経験も浅い私ですが、
三役の一人として、しっかりとした運営を行い、メンバー一人ひとりが成長できる年にしたいと思い
ます。また、何より、秋山理事長をしっかりサポートさせていただきたいと思っております。
　今年度は事務局長も総務広報と会員交流の２委員会を担当することとなり、例年にはない体制とな
ります。昨年度の総務広報委員長としての自身の経験と、山﨑委員長、近藤委員長、近藤理事の知恵
と力を束ね、柏崎青年会議所の屋台骨に徹したいと思っております。
　今年度は当初の会員数も近年にない少なさですが、その中で組織的にも、事業的にも新しいことに
挑戦するチャレンジの年でもあります。先輩諸兄から引き継いだこの柏崎青年会議所が更なる飛躍を
果たす年となるよう全力投球いたします。どうぞ、よろしくお願いいたします。

ふるさと柏崎委員長　吉 田 一 郎
　新年あけましておめでとうございます。今年度、ふるさと柏崎委員会委員長をさせて頂きます吉田
一郎です。普段暮らしていく中で特別に郷土に思いを回らせ、自分たちのまちの魅力、特色について
考える機会はほとんどないでしょう。歴史と伝統そしてそこから生まれた文化が根付き、また豊かな
自然に恵まれた柏崎であります。私たちは、郷土柏崎の魅力を改めて気づいて頂くこと、そしてそれ
により郷土への愛着、誇りを持ってもらえるような活動を行っていきます。そして、郷土柏崎を愛し
これからの郷土について真剣に考える人が１人でも多くなり、それにより、地域の発展の一助となれ
ればと考えます。卒業の年であり委員長として活動するのが初めての年となります。ラストイヤー悔
いなく活動していきたいと思います。未熟者ではありますが一生懸命努めてまいりますので１年間よ
ろしくお願いいたします。

青少年育成委員長　中 村 貴 広
　本年度、青少年育成委員長を仰せつかりました、中村貴広と申します。
　私たち、青少年育成委員会では子ども達の学生生活がより充実した毎日にするために、学校や家庭
ではなかなか体験することができない仕事を通じて、子ども達が将来の夢を持てる機会を提供してい
きたいと考えています。初理事という機会を頂いたことに感謝し、秋山理事長の「勇往邁進」の精神
で臨みたいと思います。
　皆様、よろしくお願い致します。

エネルギー・モビリティ委員長　　西 川 　 大
　本年度エネルギー・モビリティ委員会委員長を務めさせていただきます西川　大です。
　今まで新潟ブロック協議会での活動が多かったですが、今回初委員長を仰せつかることとなりまし
た。不安な面もありますが、視野を広く持ち失敗を恐れずチャレンジしていきたいと思います。
　エネルギーとモビリティーという二つの単語が並んでいます。今までにないスタイルの委員会形式
で戸惑いもありましたが、多くのことを学べる素晴らしい機会と捉え、活動して参ります。
　柏崎を取り巻く環境は年々変化を続けています。この時代に対応すべく、当委員会ではこのエネル
ギー・モビリティの両面から真剣に考え、柏崎のまちの活性化につなげて行きたいと考えています。
そして私自身の成長の糧にもしていきたいと思います。
　最後になりますがまだまだ未熟者につき、皆様にはご迷惑お掛けするかと思いますが、何卒ご指導、
ご協力の程宜しくお願いいたします。
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2013年度事業報告
昨年も皆様のご協力のおかげをもちまして
　　　　　　　　　　　　　　様々な事業を行うことができました

 ５ 日（木） 通常総会・懇親会
 14 日（土） ブロック大会
 21 日（土） ９月事業「水球のまち柏崎」を楽しもう！
   　　　　　盛り上げよう！ 小学生水球スクール

 ５ 日（木） 11月例会「卒業生スピーチ
   ～現役メンバーに伝えたいこと～」

 22 日（火） 10月公開例会「柏熱教室
   ～原子力発電所立地地域と僕たちの未来～」

 23 日（水） 新年総会・新年祝賀会

 ８ 日（金） ２月例会「温故知新　~原子力徹底討論~」

 ２ 日（日） ブロック会員交流野球・ソフトボール大会
 ８ 日（土） ６月公開例会「みんなのまち魅力探検バスツアー」

 ３ 日（土）・４日（日）　８月公開例会
　　　　　　　　　　「チームでミッションチャレンジ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　目指せキャンプマスター」

 ５ 日（火） ３月合同例会　Forum21

 11 日（火） ４月公開例会「真のリーダーに求められるコミュニケーション術
   ~コミュニケーションスキルアップ講座～」
 14 日（日） ブロック会員交流サッカー大会

 11 日（木） ７月例会「真のリーダーに求められるプレゼンテーション術
   ~プレゼンテーションスキルアップ講座～」
 25 日（木） ぎおん柏崎まつり「柏崎神輿」

 11 日（土） ５月公開例会「子どもの心の声を聴く方法」
   ~聴こえてますか、心の叫び～
 19 日（日） ブロック会員交流ゴルフ大会
 26 日（日） ECO  ACTION  2013  ビーチクリーンデー

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月
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アカデミー委員長　荒 川 　 学
　新年、あけましておめでとうございます。
　2010年度後期入会した自分も今年でＪＣ５年生になりました。入会してずっと出来ない事、知らな
い事を入会が浅いことを理由にしたこともありましたが今度はそうはいかないと思っています。
　今年度は、指導力系委員会の位置づけになるアカデミー委員会を担当させて頂く事となりました。
今回この役を受けさせていただくまでに経験させていただいた、理事１回と昨年度の新潟ブロック協
議会の事務局での経験を生かし、2013年度新入会員、委員会メンバー、柏崎青年会議所メンバーへ個人、
団体、地域の成長へつなげられるような事業、活動を行っていけたらと思っています。
　委員会メンバーは、魅力的な方々を迎えられて１年過ごすのをとても楽しみにしています。柏崎青
年会議所に携わる皆様、関係者の皆様、2014年度も引き続きよろしくお願いします。

会員交流委員長　近 藤 　 伸
　新年明けましておめでとうございます。2014年度、会員交流委員会委員長を仰せつかりました近藤
伸でございます。初理事という大役を頂き、秋山理事長のスローガン【勇往邁進】の精神で責任と自
覚を持ち活動して参ります。
　会員交流委員会では強い絆で仲間を繋ぎ、友情を育む環境を提供していきます。各種大会、事業、
例会の魅力を余すことなく伝え、メンバー全員の絆を繋ぎ、一生の宝となる仲間を作る環境を設えます。
その為に、ＪＣ活動を楽しまないとＭＯＴＴＡＩＮＡＩをテーマに活動して参ります。
　委員長という機会を頂いた事に感謝し、今の自分にできる最大限の努力をし、会員交流委員会メン
バーと共に一年間勇往邁進していきます。何かと至らぬ事も多いですが、先輩諸兄の御指導のもと一
生懸命務めて参ります。よろしくお願い致します。

総務広報委員長　山 﨑 　 徹
　明けましておめでとうございます。本年度、総務広報委員長を拝命いたしました山﨑徹と申します。
柏崎青年会議所に入会して４年目となり、いよいよ初理事という大役を務めさせていただく事となり
ました。
　サポート系委員会はあまり経験がない事と、今までにないフロアメンバー兼任という新体制の下、
この１年間様々な壁にぶつかる事でしょう。しかしこの経験は必ず自らの糧となると信じ、一生懸命
頑張っていく所存であります。至らぬ点がございましたらご指導のほど、よろしくお願いいたします。
　総務広報委員会とし、まず柏崎青年会議所の運営の適正・円滑化を図りたいと思います。メンバー
が活動しやすく、そして情報を互いに共有できるよう努めて参ります。それと同時に広報という部分で、
この柏崎青年会議所を市民の皆様に興味を持っていただき、そして一緒に活動へ参加していただける
ような情報発信をして参ります。１年間どうぞよろしくお願いいたします。

青少年育成理事　尾 木 義 嗣
　新年あけましておめでとうございます。今年度、理事を務めます尾木と申します。
　私の役どころとしましては、青少年育成委員会に所属しながら副理事をサポートし、そして委員長
をリードする中間管理職のような立場です。これまでの経験を生かし、出来る限り精一杯過ごそうと
思います。
　青少年育成委員会では、子供たちに夢のある事業を提供し、子どもたちが目を輝かせ目標に向かっ
ていく姿を応援する、そんな活動を目指します。
　現在、教育を取り巻く環境は大きく変化しています。しかし子供と親の関係、学校と家庭、地域の
関係は今も昔も変わらずに一体でなければならないと思いますが、最近はこのバランスが崩れ、親の
躾や道徳心が希薄になっているようにも思います。そういった問題提起をしながら、学校のみならず、
そして子供たちのみならず、親、子、学校そして地域が一体となって考え、学ぶ場を作っていきたい
と思います。
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2014年度 出向者紹介

新潟ブロック協議会

ACTION新潟意識変革委員会

委員　飯田雄介 委員　坂本　啓

委員　安野広明 委員　吉越俊一

ACTIONリーダー育成委員会

委員　大関尚紀 委員　桑山竜子

委員　横田典男

ACTION発信委員会

委員　青木健次 委員　池田　桂 委員　上森　茜 委員　水戸部智委員　丸田洋介

ACTION  JAYCEE委員会

委員　阿部隆宏 委員　植木陽祐 委員　中村洋史 委員　山﨑健太 委員　吉田晃継

直前会長　植木盛久

北陸信越地区
　協議会

監査担当役員　植木盛久

日本青年会議所

地域プロデューサー育成委員会 褒賞委員会

副委員長　田中有人 委員　青木健次 委員　酒井伸浩 委員　吉原昭法 委員　阿武逸彦
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アカデミー委員会 理事　上 森 　 茜
　今年、理事をさせていただきます、上森茜です。
　まず初めに、昨年は新潟ブロック会長輩出ＬＯＭとして皆様から多大なるご支援ご協力を賜りまし
たこと、厚く御礼申し上げます。皆様のおかげをもちまして無事終了することができ、2014年度へ引
き継ぐことができました。本当にありがとうございました。
　今年は昨年の皆様のご協力の恩返しとして秋山理事長の下、精一杯ＪＣ運動に励むことをお約束し
新年の挨拶に代えさせて頂きます。

会員交流委員会 理事　近 藤 貴 也
　本年度、会員交流委員会で理事を務めさせていただく事になりました近藤貴也です。今年１年宜し
くお願いいたします。私は、近藤委員長のために良きアドバイザーとして務めさせていただき、委員
長が掲げる「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」をメンバーに知っていただくため、今年１年活動をしてまいります。
メンバーが心をひとつにし「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」の精神をもち、ＪＣ活動に邁進できるよう相互の交
流を図り、（一社）柏崎青年会議所の組織力を高めることが当委員会の担いです。会員交流委員会は懇
親を深める事業を展開して、メンバーが足並みを揃えて熱い想いを共有し、ＪＣ活動に取り組めるよう
に工夫を凝らした事業を企画し実行いたします。また、メンバーに対しての新たなる成長に向けての
サポート体制・雰囲気作りを強化し、例会及び各事業への積極的参加を呼びかけし、新しい活力の開
花へ取り組んでまいります。ＪＣに入会をして活動をしていく中で生まれてくる友情を見つけ出し、そ
の友情を深めていけるように会員交流委員会はサポートだけではなく、作り出していけるように活動
していきます。１年間を通して当たり前の庶務を堅実に遂行することが当委員会の大きな担いであり、
その担いを組織運営の要という使命感をもって全うすることで充実した組織の継承に繋がり、さらに
メンバーの成長や組織の活性化にも繋がると確信します。精一杯努力させていただきますので、皆様
方のご指導ご鞭撻並びにご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

監　事　酒 井 伸 浩
　2014年度、監事の酒井伸浩です。柏崎ＪＣの伝統を大切にしつつ、関係各位の期待に応えられるよ
うに、事業や予算の執行をしっかりと監査していく所存です。
　初委員長が多いなか、理事会では優しくも時には苦言を言わなければならない立場ですので、そん
なときは心を鬼にして泣いて馬謖を切るようにします。また、できるだけ客観的な視点で会の運営を
見守っていきたいと思います。
　我々を取り巻く環境も目まぐるしく変わっています。激動の時代を同じ世代の仲間と一緒に精一杯
駆け抜けていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

監　事　植 木 盛 文
　明けましておめでとうございます。本年度、監事を仰せつかり身の引き締まる思いと共に、本当に
幾分かでも身が引き締まらないかと思う今日この頃ですが冗談はさておき、秋山理事長を「第三者的
目線」を持ちながらも手助け出来ればと思います。皆様には、私達ＪＣは地域の為に何が出来るのか、
会の成長、個の成長の為に何を行うべきなのか、本質を見極め勇往邁進し、確実な運動を行って頂き
たいと思っております。また本年度も委員長は、ほぼ初理事というフレッシュな顔ぶれになっており
ます。理事皆様のサポートを行う事も職務の一環と捉え、各事業が成功へと繋がれば幸いと思います
ので、遠慮なくご相談頂きたいと思います。
　本年度は、理事会で言う「後部席の三人」はそれぞれ持ち味も違い、バランスは最高だと確信して
います。三人で理事会の良い意味での壁になり、相談役になり、良い方向へ後押しが出来ればと思っ
ております。
　１年間よろしくお願いいたします。

６

　明けましておめでとうございます。新年を迎えまして、公益社団法人日本青年会議所北陸信越地区新潟ブ

ロック協議会の第47代会長を無事に全うする事が出来ました。これも偏に、お力添えをいただいました先輩

諸兄と率先して行動してくれた全てのＪＣメンバーの皆様のお陰でございます。その皆様の想いに全力でお

応えする為に、この一年、私の想いは、出向が盛んであった以前のような柏崎ＪＣのモチベーションを取り

戻すために、ブロック事務局を柏崎に持って来る事で日本ＪＣという組織に深く係わっていただき、外から

では見えない素晴らしさを実感してもらいたいというところでした。そこに上森茜運営専務と田中有人財政

局長は、これからも柏崎ＪＣを牽引していく若いメンバーであり、この二人が役員として係わってくれた事で、

卒業間近な私としては、大きな力を残せたと自負しております。他にも事務局、財政局として助けてくれた

多くのメンバーがおります。この機会に多くの日本ＪＣの事業に参加してくれたメンバーがおります。この

一年間の経験は、間違いなく柏崎ＪＣの今後の支えになるはずです。シニアクラブの皆様におかれましては、

これからの柏崎ＪＣの活躍に対して、期待を持って見守っていただきながら、これまで以上にお力添えをい

ただきたく、お願い申し上げます。

　この一年、想像を遥かに超える経験をさせていただきました。何より、やはり自分自身が最も素晴らしい

経験をさせていただいたと感じております。基より自分自身が成長しなければ、何の意味も無いのかもしれ

ませんが、この一年を私に与えてくださいました2012年度理事長桑山巧先輩、強いリーダーシップで後押し

をしてくれた吉原昭法直前理事長、そしてブロック会長を目指す為に2008年度理事長をとの私の申し出に応

えてくれた2007年度理事長矢島博生先輩に心から感謝申し上げます。

　よくよく考えてみると大変な役職であり、正直言いますとキツイ一年間でした。しかしながら、約35000

名の全国ＪＣメンバーの中から47名しか経験する事が出来ない貴重な一年間であり、全国に本当に多くの仲

間を作る事ができました。特に2013年度の北陸信越地区協議会の各ブロック会長はじめ役員の皆様、そして

2013年度新潟ブロック協議会役員の皆様、各理事長様とは、生涯の友であると実感しております。そして、

ブロック会長を全うしなければお近づきになる事も無かったであろう歴代ブロック会長の先輩方からは、昔

話を含め、多くの学びをいただいております。私にとって2013年という年は、皆様からいただいた、貴重な

財産ともいうべき年になりました。重ね重ねになりますが、私をお支えいただき、様々な経験と共にご教授

いただきました全ての皆様のお陰を持ちましてブロック会長を経験できました事に心から感謝申し上げます。

　最後になりましたが、昨年他界されました新潟ブロック協議会事務局次長熊木徹先輩と2007年度理事長矢

島博生先輩のご冥福をお祈り申し上げます。

新潟ブロック協議会 直前会長ごあいさつ

公益社団法人 日本青年会議所
新潟ブロック協議会 2014年度 直前会長　  植 木 盛 久


